
（様式第４号） 上田市認知症高齢者等支援ネットワーク協議会 会議概要 

１ 審 議 会 名 上田市認知症高齢者等支援ネットワーク協議会  

２ 日   時 令和７年２月１７日（月）午前１０時から午前１１時３０分まで  

３ 会   場 上田市役所本庁舎５階 大会議室   

４ 出 席 者 飯島会長、前田副会長、滝沢委員、小市委員、龍野委員、杉本委員、柳澤委員、山嵜

委員、小池委員、齋藤委員、向井委員、宮入委員、田中委員、宇佐美委員 

 

５ 市側出席者 北島福祉部長、西澤高齢者介護課長、酒井課長補佐、召田認知症地域支援推進員、 

駒津認知症地域支援推進員、石原認知症地域支援推進員、佐々木高齢者支援担当 

 

６ 公開・非公開 公 開 ・ 一部公開 ・ 非公開  

７ 傍 聴 者  1 人   記者 1 人  

８ 会議概要作成年月日 令和７年 2 月 19 日  

協  議  事  項  等 
 

１ 開会 （高齢者介護課課長） 

        今までに引き続き、会長を飯島委員、副会長を前田委員にお願いします。 

 

２ あいさつ  

 福祉部長    第３回協議会に引き続き、前回の協議会で名称が決定した「認知症とともに生きるまち・

うえだ 希望宣言」の宣言文案について御議論いただく。それぞれのお立場からの視点で、

きたんのない御発言をお願いしたい。 

 会 長    本日は前回の協議会で再検討となった宣言文（案）について決定する。その（案）を今後、

市民の皆様に提示し、R７年３月から実施のパブリックコメントで意見をいただく予定とな

る。 

 

３ 協議    「認知症とともに生きるまち・うえだ 希望宣言 策定について」 

 会 長    それぞれ改めて事務局から提示のあった宣言文 1～4について一つずつ議論行う。（別紙） 

 

＜宣言文１＞  

【認知症の人を正しく理解し、子どもから大人まで立場を越えてつながり、想いによりそいます】 

事務局  説明。 

また、「想う」という漢字について、「思う」と「想う」のどちらを用いた方が良いのかご意見も

いただきたい。 

会 長  その二つは常用漢字であるか。また小学生でも読めるのか。 

事務局  二つとも常用漢字で小学生に習う漢字となっています。 

委 員  「思う」は本人意思、「想う」は”親しみ”や”親愛”が感じられるので「思う」よりも適して

いると感じる。 

委 員  都市宣言の主語は市民全員であり、その一人ひとりの自分の“思い”であるため、「思い」のが

良いかと考える。また宣言文２に使われている「思い」と漢字の統一はした方がよい。 

      →委員の多数決により「思い」に漢字の変更する。 

委 員  “の人を”を取り、「認知症を正しく理解し」でもよいのではないか。 

委 員  「認知症を正しく理解」の記載だけだと、認知症という病気や症状のみを理解することに捉えら

れ、十分な理解が得られない可能性がある。また怖いというイメージを与えてしまう可能性も

ある。しかし「認知症の人を正しく理解」とすると、認知症であるその人自身を理解するとい

う意味になるのでより認知症の理解が深まると思う。 

       →委員の賛成意見多数により、「認知症の人を正しく理解」で変更なし。 

 

 

 



＜宣言文２＞ 

【自分の思いを大切にし、希望をもって私らしく歩んでいきます】 

 

 事務局  説明。 

 委 員  宣言文２のみ主語が不明確。主語は認知症当事者なのか、認知症ではない人も含むのか 

 事務局  都市宣言は市民全員が主語になり、前文でも「わたしたち上田市民は」としている。認知症があ

っても認知症がなくても、すべての皆の思いは平等であり尊重されるという意味を込めた。 

 委 員  最初に「認知症になっても」をいれた方が、主語が明確になると思う。 

 委 員  市民全員が主語であるため「認知症になっても」は市民全員が対象ではなくなり、否定的な意味

にとられてしまう可能性がある。 

      認知症を特別視しないためにも「誰もが」と付け加えた方が良い 

 委 員  委員でもわかりにくければ市民の方もわかりにくいので加えた方が良い。 

      →委員で多数決をとり、 

「自分の思いを大切にし、誰もが希望をもって私らしく歩んでいきます」に変更となる。」 

 

＜宣言文３＞ 

【ずくをだし、集い・笑い・よく動き、食に気をつけ誰もがなりうる認知症に備えます】 

 事務局  説明 

委 員  賛成 特段の変更意見なし。 

 

＜宣言文４＞ 

【認知症を誰もが自分ごととしてとらえ、互いを尊重し、支え合い、安心して暮らせるまちをつくります】 

 事務局  説明 

 委 員  主語は市民全員であるため「誰もが」がなくても通じるのではないか。 

 会 長  全体のバランスや「誰もが」が入っても違和感はない。記載ある方がより分かりやすく感じる。 

→委員で多数決をとり、「誰もが」は入れたままで決定。 

 

＜前文＞ 

 委 員  市民に公開する際には、前文も提示しますか。 

 事務局  宣言文自体は４つであるが、市民に公開する際には前文も提示します。 

 委 員  最初の文で「身近なものとなっています」を「身近なものです」と言い切っても良いのでは。 

 会 長  認知症が身近なものとなってきているのはここ最近のため、言い切らなくても良いと感じる。 

 委 員  前文では「自分らしく」・「わがごと」となっているが、宣言文では「私らしく」・「自分ごと」と

記載されているため、統一してもよいのではないか。 

→統一する 

 委 員  主語をより明確にするために、３つめの文章で「私たち上田市民」のあとに「一人ひとり」と入

れるのはどうか。 

→入れる 

 

４ その他 

 事務局  今後の協議会の日程等について 

 

５ 閉会（高齢者介護課長） 

 


